
全
国
各
地
で

水
害
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込

ん
で
来
て
い

ま
す
が
、
後

援
会
の
皆
様

如
何
お
過
ご

し
で
す
か
？

今
回
の
ま
こ

と
新
聞
第
３

号
は
、
亀
山

市
の
都
市
開

発
の
お
話
を

少
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

現
在
、
亀
山
市
で
は
、
約
二
十

年
後
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

駅
誘
致
と
し
て
約
二
〇
億
円
も

の
税
金
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
県
に
一
駅
の
誘
致
と
し
て
国

に
、
亀
山
市
が
候
補
と
し
て
挙

げ
ま
し
た
。

桑
名
、
四
日
市
で
す
と
名
古
屋

に
近
く
、
す
ぐ
止
ま
ら
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
の
で
駅
誘
致
の

意
味
が
無
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
津
や
松
阪
で
す
と
、
大

阪
方
面
へ
の
ル
ー
ト
か
ら
少
し

逸
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
有
り
ま

す
。
そ
の
点

亀
山
市
は
、
ル
ー

ト
上
で
最
も
近
く
ま
た
、
自
動

車
の
高
速
道
路
や
、
鉄
道
の
Ｊ

Ｒ
も
、
い
ず
れ
も
名
古
屋
、
関

西
、
紀
州
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
拠
点
と
な
り
立
地
条

件
と
し
て
は
、
申
し
分
有
り
ま

せ
ん
。
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
新
亀

山
駅
が
誕
生
し
ま
す
と
、
駅
周

辺
は
、
発
展
し
、
商
業
施
設
の

ビ
ル
や
、
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び

人
が
集
ま
り
賑
わ
い
、
活
気
溢

れ

市
の
財
政
も
潤
う
事
で
し
ょ

う
。

し
か
し
、
明
る
い
未
来
の
都
市

計
画
も
大
事
で
す
が
、
明
日
の

亀
山
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
中
心
部
も
大
事
で
す
が
、

亀
山
市
の
周
り
の
地
区
か
ら
か

ら
開
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
意

味
が
有
り
ま
せ
ん
。
ド
ー
ナ
ツ

方
式
で
都
市
開
発
を
進
め
て
行

く
の
が
理
想
の
形
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
周
り
か

ら
中
心
へ
・
・
此
が
反
対
に
な
っ

て
し
ま
う
と
周
り
は
、
発
達
す

る
訳
が
有
り
ま
せ
ん
。

現
在
で
も

あ
る
地
域
で
地
区

の
出
合
い
仕
事
が
有
り
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
中
、
集
ま
る

の
は
、
殆
ど
が
七
十
歳
以
上
で

す
。
そ
の
地
区
の
方
は
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
無
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
道
路
の
補
修
や
、
草
刈
り
を

し
て
そ
の
地
域
を
守
っ
て
い
る

所
も
有
り
ま
す
。

亀
山
市
東
の
玄
関
口

井
田
川

駅
で
す
が
、
亀
山
駅
よ
り
乗
客

数
が
多
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

未
だ
に
駅
舎
も
有
り
ま
せ
ん
。

駅
前
開
発
は
勿
論
、
駐
車
場
や
、

駐
輪
場
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
新
亀
山
駅
隣

の
井
田
川
駅
は
駅
舎
も
な
い
・
・

そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
話
は
有
り
ま

せ
ん
。
未
来
都
市
計
画
も
大
切

で
す
が
、
現
状
を
直
視
し
て
明

日
の
亀
山
も
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

は
、
現
在
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま

す
、
税
金
を
取
り
崩
し
て
で
も

周
り
か
ら
都
市
開
発
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
魅
力
有
る
未
来
都

市
に
な
り
、
人
が
集
ま
り
産
業

が
発
達
し
市
全
体
が
潤
っ
て
行

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
時
に
亀
山
市
は
、
歴
史
的
な

観
光
資
源
が
豊
富
に
有
り
ま
す
。

関
の
町
並
み
、
地
蔵
院
、
東
海

道
、
能
褒
野
神
社
、
一
里
塚
等

沢
山
あ
り
ま
す
。
此
の
不
況
だ

か
ら
こ
そ
産
業
、
文
化
、
観
光

に
活
き
た
税
金
を
今
か
ら
も
っ

と
も
っ
と
投
入
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
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先
日
、
新
聞
に
興
味
深
い
記
事

が
載
っ
て
ま
し
た
。

桑
名
市
の
市
議
選
に
つ
い
て
で

す
。
亀
山
市
の
約
半
月
後
の
十

一
月
七
日
の
告
示
で
す
が
、
記

事
の
内
容
が
私
の
主
張
す
る
市

議
会
議
員
削
減
に
な
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・
・
今
現

在
、
桑
名
市
市
議
会
は
、
定
数

三
十
四
名
で
す(

内
一
人
欠
員)

そ
れ
を
定
数
の
約
八
分
の
一
減

ら
し
て
三
十
人
に
す
る
そ
う
で

す
。

何
が
凄
い
か
と
言
い
ま
す
と
桑

名
市
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
に

は
、(

六
月
二
十
三
日
現
在)

男
性
・
五
万
四
千
四
百
十
一
人

女
性
・
五
万
七
千
百
九
十
五
人

で
す
。
合
計
十
一
万
一
千
六
百

六
人

定
数
三
十
人
で
割
る
と

三
千
七
百
二
十
人
に
付
き
議
員

一
人
と
云
う
数
字
に
な
り
ま
す
。

一
議
員
が
約
三
千
七
百
人
分
の

仕
事
を
す
る
事
に
単
純
に
考
え

る
と
出
来
る
計
算
で
す
。
こ
の

条
例
に
賛
成
し
た
桑
名
市
市
議

会
は
、
自
己
保
身
に
走
ら
ず
よ

く
ぞ
御
英
断
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。

確
か
に
仕
事
等
は
、
大
変
増
え

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

さ
て
私
の
住
む
亀
山
市
で
す
が
、

有
権
者
数
が
約
三
万
八
千
四
百

七
十
八
人
で
す
。
で
は
、
何
人

分
の
仕
事
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
・
・
・

な
ん
と
、
桑
名
市
の
約
半
分
の

千
七
百
七
十
二
人
に
付
き
議
員

一
人
で
す
。

此
は
此
は
約
二
倍
の
格
差
が
有

る
な
ん
て
大
変
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

あ
く
ま
で
も
有
権
者
の
み
で
あ

り
未
成
年
者
を
含
め
た
人
口
比

率
で
考
慮
し
ま
す
と
非
常
に
恐

ろ
し
い
数
字
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
仕
事
が
半
分
に
な

る
の
か
な
っ
て
疑
問
を
お
持
ち

に
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
の
で

誤
解
が
無
い

様
に
い
い
ま
す
が
仕
事
量
は
、

同
じ
位
で
す
。
又
、
地
域
の
事

情
っ
て
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で

一
概
に
こ
の
結
果
が
全
て
だ
と

は
、
言
い
ま
せ
ん
が
、
今
一
度

の
再
考
が
此
の
亀
山
市
に
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
市
議
会
の
先
生
方
は
、
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
考
え
が
柔

軟
の
方
ば
か
り
だ
と
お
伺
い
す

る
の
で
、
大
丈
夫
か
と
思
い
ま

す
が
、
此
の
議
員
削
減
案
を
是

非
と
も
推
進
し
て
頂
き
た
い
も

の
で
す
。

次
に
お
隣
の
伊
賀
市
で
す
が
、

七
月
一
七
日
（
土
）
伊
勢
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
正

副
議
長
経
験
者
で
つ
く
る

「
議
会
改
革
推
進
委
員
会
」
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
対
象
は
現
職

市
議
二
十
八
人
に
で
す
。

桑
名
市
議
と
同
じ
定
数
削
減
派

が
、
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
判
り
ま
し
た
。

議
員
二
十
八
人
中

何
と
二
十

四
人
が
定
数
削
減
、
四
人
が
現

状
維
持
を
訴
え
て
い
る
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も

思
う
の
で
す
が
、
い
ち
早
く
市

民
の
皆
様
の
声
を
代
弁
し

ま

ず
行
動
に
移
す
姿
は
、
素
晴
ら

し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
周
辺

市
町
村
の
動
き
も
い
ち
早
く
察

し
て
中
勢
地
区
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
て
亀
山
市
は
、
周
り

の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
頂
き
た
い

も
の
で
す
。

ま
こ
と
新
聞
一
号
に
も
記
述
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
は
、

定
数
削
減
、
七
十
歳
定
年
制
導

入
を
小
さ
い
声
な
が
ら
訴
え
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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